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研究成果の概要（和文）：　本研究では、新入職員を含む消防職員の精神的健康やストレス反応を継時的に３回
測定し、これらの適応指標と神経心理学的指標との関連を検討した。検討の結果、新入職員では、赴任前（第一
調査）時点での数逆唱課題の成績が高い場合には、赴任後1年間の職務上のストレッサーが高くなっても、心的
外傷性ストレス症状や精神的不健康症状が生じにくかった。したがって、神経心理学的指標が消防職員の適応状
態の予測因となる可能性が示唆された。
　また、消防職員について、赴任前から赴任後にかけて縦断的に適応状態を検討した結果、赴任後、数年間の新
入職員の適応状態に対して「職務の役割不明瞭」が大きく影響することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Relationships between the mental health and neuropsychological indices of  
firefighters were investigated using longitudinal data collected in three waves. The results 
indicated an interaction between digit span backward scores assessed before the assignment and 
occupational stressors during the year after the assignment on traumatic stress symptoms and mental 
health a year after the assignment. This finding suggests that participants with high digit span 
backward scores before the assignment had less traumatic stress symptoms and mental health problems 
compared to those with low digit span backward scores, even if their occupational stressors 
increased a year after the assignment. Therefore, this neuropsychological index might be useful for 
predicting the mental health of firefighters. Moreover, the results of a longitudinal analysis on 
the mental health of newly recruited firefighters before-and-after the assignment indicated that 
ambiguous duties resulted in a reality shock.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　消防職員の適応と神経心理学的指標との関連を縦断研究を用いて検討することにより、災害救援者の適応の予
測因として神経心理学的指標が有効であることを見出した。また、適応と関連する他の変数を制御しても、神経
心理学的指標の予測力があることも確認した。これらの知見は、社会的望ましさによるバイアスを受けにくい神
経心理学的指標を用いた新しい適性検査の実現と新入職員の適正配置という現場の問題解決に貢献する。
　また、十分な対象者数を確保した定量的な縦断研究によって、消防職員のリアリティ・ショックの存在とその
規定因に関する新しい知見が得られており、本研究の成果は新入職員の適応維持に関わる方策の検討にも役立ち
うる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
災害救援者の惨事ストレスに関しては、惨事を経験した後の症状把握とケアの他、惨事ストレ
スの規定因を検討する研究が複数行われてきた（松井，2005）。ただし、従来の研究のほとんど
は横断的研究であり、同じ対象者を継続的に追跡した研究はきわめて少ない。そのため、惨事体
験前あるいは消防組織に入る前の個人特性や心的外傷体験の有無等のベースラインデータは把
握できておらず、惨事体験の影響の時系列的変化や事前事後測定を用いた因果関係の検討が十
分に行われていない。 
惨事ストレスの予防に関しては教育や研修が多数実施されているにもかかわらず、研究が少
ない（松井他，2008）。災害救援者の惨事ストレスを予防する一つの方策として、惨事ストレス
への耐性等の適性を事前に把握して人材配置に活用することが考えられる。しかし、惨事ストレ
スの予防に関わる適性の検討はほとんど行われておらず、適性検査は開発されていない。 
一方、心的外傷後ストレス障害（PTSD）に関する研究では、PTSD 患者の脳における海馬の
萎縮等の構造的変化が報告されている（Bremner et al.，1995 等)。これに伴う神経心理学的変
化として、記憶や注意の機能低下が指摘されており、近年の研究では、神経心理学的な特性が
PTSD 症状に対する脆弱性要因の一つであり、予測因となりうることが示唆されている（レビ
ューとして、望月他，2011）。一般に災害救援者はストレス耐性の弱さを報告することを好まな
い傾向があり、自己報告型の心理検査には限界があるが、ストレス耐性の自己報告を必要としな
い神経心理学的指標は、惨事ストレス予防のための適性を測定する指標として有用と考えられ
る。ただし、先行研究では心的外傷体験を受けた後に神経心理学的指標の測定をすることが多く、
順向的な研究（proactive study）による確証が課題として残されている。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、新入職員を含む消防職員の精神的健康やストレス反応を継時的に３回測定し、
これらの適応指標と神経心理学的指標との関連を明らかにする（目的①－１）。検討にあたって
は、神経心理学的指標以外の変数（レジリエンス特性、ストレッサー、ソーシャル・サポートな
ど）も合わせて取り上げ、神経心理学的指標が適応指標に及ぼす影響を詳細に検討する（目的①
－２）。これらの検討を通して、消防職員の適性検査のあり方を探索することが本研究の目標で
ある。 
(2) 副次的な目的として、本研究では、適応指標の継時的な測定を通して、新入職員の配属前か
ら配属後の適応状態の推移を検討し、新入職員が入職する際の適応の実態を明らかにする（目的
②）。得られた知見をふまえ、新人消防職員のリアリティ・ショックの対策に関わる基礎資料の
提供を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象者 
 対象者は A県消防本部の 2016年度の新入職員 102名（男性 98名、女性 4名）と一定の現場
経験（研究開始時点の勤続年数３～９年）を有する消防吏員 129名（男性 127名、女性 2名、
以下、先輩職員と表記）の計 231 名。先輩職員は、新入職員と同程度の人数になるように、ま
た、A県内の各本部に所属する勤続年数３～９年の職員数の構成比にそって人数を割り付け、各
本部に対象者紹介の依頼を行った。調査開始時点での平均年齢は、新入職員が 22.3歳（range = 
18-31）、先輩職員が 29.4歳（range = 21-37）であった。 
(2) 手続き 
 10〜12ヵ月の期間をあけて同一対象者に神経心理学的検査と個別自記入形式の質問紙調査が
3回実施された。第一調査は 2016年 10月下旬～12月上旬に実施され、新入職員は現場配属前
の消防学校初任科課程中（初任科課程は約８ヶ月間行われるが、調査実施時点は消防学校入校後
６～８ヶ月の時点）であった。第二調査は 2017 年 8 月上旬～12 月上旬に実施され、新入職員
は現場配属後 10～12ヵ月の時点であり、第三調査は 2018年 10月下旬～12月下旬に実施され、
新入職員は配属後約二年の時点であった。 
 

図 3-1 調査手続きの概略 
 
(3) 調査内容 
 3回の縦断調査は、概ね同じ内容で構成された。具体的には、神経心理学的検査として、標準

【第一調査】
2016年10～12月
・神経心理学的検査
・質問紙調査

調査対象者
新入職員102名
先輩職員129名

【第二調査】
2017年8～12月
・神経心理学的検査
・質問紙調査

【第三調査】
2018年10～12月
・神経心理学的検査
・質問紙調査

（新入職員：現場配属前） （新入職員：配属後約１年） （新入職員：配属後約2年）



注意検査（加藤他，2006）からタッピングスパン課題（順向、逆向）とディジットスパン（数唱）
課題（順唱、逆唱）を使用した。検査は、SuperLab5.0 を用いてパソコン上で課題の呈示と正
答の判定ができるようにプログラム化して実施した。 
質問紙調査の主な内容は以下の通りであった。 
① 心的外傷性ストレス症状：改訂版出来事インパクト尺度（IES-R）（飛鳥井, 1999）。 
② 精神的健康：一般精神健康調査票 12 項目版（GHQ-12）（Goldberg, 1978）。 
③ 不安・うつ症状：K6調査票（Kessler et al., 2002）。 
④ 職務満足感：安達（1998）の職務満足感尺度の下位尺度である「職場環境」を使用。 
⑤ 第一調査から第二調査までの職務ストレッサー（独自作成の 4項目、4件法）。 
⑥ 個人的なストレス体験：職務とは関係なく、個人的な事柄で精神的衝撃を受けた出来事（多
重回答形式）。 
 
４．研究成果 
(1) ベースライン（第一調査）の神経心理学的検査と適応指標 
 第一調査において測定された神経心理学的指標と適応指標との関連を検討した（目的①－１）。
神経心理学的検査（タッピングスパン課題、数唱課題）について、本研究の対象者の平均値を表
4-1に示す。IES-R、GHQ-12 および K6 について尺度構成を行った上で（順に、α = 94, 81, 86）、
4 種の神経心理学的検査指標との相関係数を算出した（表 4-2）。その結果、対象者全体では、
数逆唱課題（digit span backward task）の成績と GHQ-12 および K6 との負の相関がみられ
た。すなわち、数逆唱課題の成績が悪い者ほど、精神的健康状態が悪く、不安・うつ症状を多く
抱えていた。新入職員と先輩職員のそれぞれで相関を算出すると、上記の相関は新入職員でより
顕著にみられ、先輩職員では有意な関連はみられなかった。 
なお、過去のストレス体験の有無に関して、職務に関する体験でも職務以外の個人的体験でも、
神経心理学的指標との有意な関連はみられなかった。 
 本研究でベースラインとして測定した 4 種の神経心理学的指標のうち、数唱課題の逆唱のみ
が精神的不健康およびうつ症状と関連していた。この結果から、精神的な不健康状態は全般的な
記憶や注意機能の低下と関連するのではなく、記憶した内容の操作を要するより高次の認知機
能の制限と関連するすることが示唆された。（日本心理学会 2017年度大会にて発表） 
 
表 4-1 第一調査（ベースライン）の神経心理学的検査得点の平均値（標準偏差） 

 
表 4-2 第一調査（ベースライン）の神経心理学的検査と適応指標との相関 

 
 
(2) 現場配属から約一年後の適応指標と現場配属前の神経心理学的指標との関連 
 第一調査において測定された神経心理学的指標と、第一調査から第二調査までの職場での体
験および第二調査で測定された適応指標との関連を検討した（目的①－２）。具体的には、神経
心理学的指標が消防職員の適応状態に対する脆弱性要因あるいは予防要因となっている可能性
を検討するために、第一調査で測定された 4 種の神経心理学的指標のそれぞれと、第一調査と
第二調査間に生じた職務ストレッサー、およびこれらの交互作用項を説明変数とし、第二調査で
測定された IES-Rもしくは GHQ-12を基準変数とする階層的重回帰分析を行った。第 1ステッ

 

新入職員 先輩職員 全体 新入職員 先輩職員 全体 新入職員 先輩職員 全体

TF -.02 .10 .06 -.11 .06 .00 .07 .06 .07

TB -.02 -.04 -.03 .07 .03 .06 .03 -.03 .00

DF -.09 .04 -.02 -.14 .03 -.03 -.03 -.04 -.03

DB -.16 -.02 -.07 -.23* -.10 -.14* -.27** -.10 -.16*

TF: Tapping Span Forward, TB: Tapping Span Backward, DF: Digit Span Forward, DB: Dgit Span Backward

IES-R GHQ-12 K6

 

Tapping Span
Forward 6.7 (1.10) 6.7 (1.15) 6.7 (1.12)

Backward 6.1 (1.19) 6.4 (1.14) 6.3 (1.17)

Digit Span (数唱)

Forward 6.8 (1.21) 6.9 (1.22) 6.8 (1.21)

Backward 5.4 (1.01) 5.5 (1.20) 5.5 (1.12)

新入職員
n=102

先輩職員
n=129

全体 n=231



プでは職務ストレッサーと神経心理学的指標が、第 2 ステップでは交互作用項が投入された。
分析は新入職員と先輩職員とに分けて実施された。分析の結果、IES-Rと GHQ-12のいずれを
基準変数とした場合にも、新入職員において、数逆唱課題（digit span backward task, 以下 DB
と表記）と職務ストレッサーとの交互作用が有意であった（図 4-1、図 4-2）。DBの成績の高低
に関わらず、それぞれの適応指標（IES-R、GHQ-12）に対して職務ストレッサーは有意な正の
回帰係数を示したが、DBの成績の高さによってその傾斜が異なっていた。具体的には、DBの
成績が高い場合は低い場合と比べて、職務ストレッサーと適応指標との関連は小さかった（IES-
Rの分析—DB高：b =0.83, SE b = 0.35, p = .018, DB低：b = 1.82, SE b =0.37, p = .000）
（GHQ-12—DB高：b = 0.52, SE b = 0.15, p = .001, DB低：b = 1.05, SE b = 0.16, p = .000）。
これらの結果から、第一調査時点での DBの成績が高い場合には、職務上のストレッサーが高く
なっても、外傷性ストレス症状や精神的不健康症状が生じにくいと解釈された。また、IES-R得
点と神経心理学的指標には有意な関連はみられなかったが、衝撃的な出場経験がある者は、ない
者よりも数逆唱課題（DB）の成績が有意に低かった。よって、神経心理学的指標の数逆唱課題
（DB）が消防職員の適応状態の予測因となる可能性が示唆された。一方、勤続 4年以上の先輩
職員では神経心理学的指標と適応指標や衝撃的な出場経験との関連はみられなかった。 
（日本心理学会 2019年度大会、トラウマティックストレス学会 2018年度大会にて発表） 

 
(3) 現場配属から約二年後の適応指標の規定因 
第一調査で測定された神経心理学的指標やレジリエンス特性および第二調査で測定された職
場での体験と、第三調査で測定された適応指標との関連を検討した（目的①－２）。具体的には、
第三調査の適応指標（IES-R、K6、GHQ-12）を基準変数とし、第一調査で測定された神経心理
学的指標とレジリエンス、第二調査で測定された配属後のストレッサーとソーシャル・サポート
を説明変数とした重回帰分析を実施した。その結果、新入職員の K6 および GHQ-12 は、配属
前（第一調査）の数順唱課題得点と配属後のストレッサーに規定されており、数順唱課題得点が
高いほど、また、ストレッサーが低いほど、適応状態が良好であった。IES-Rに対しては、いず
れの説明変数も投入されなかった。これらの結果から、新人消防職員に関して、配属後のうつな
どの一般的な適応状態に対しては神経心理学的指標による予測が可能であることが示唆された。 
神経心理学的指標と惨事の出場の有無が一般的な適応指標に及ぼす影響を検討するために、
第三調査の適応指標（K6、GHQ-12）を基準変数とし、第二調査から第三調査までの惨事出場と
第一調査もしくは第二調査の神経心理学的指標および両者の交互作用項を説明変数とした重回
帰分析を実施した。その結果、交互作用項は有意な係数を示さず、第三調査の新入職員の適応指
標は、第一調査の数順唱課題得点のみに規定されており、この得点が高いほど適応状態が良好で
あった。また、新入職員、先輩職員ともに、第三調査の K6に対する第二調査のタッピングスパ
ン逆向課題得点と惨事出場経験の交互作用が有意であり、惨事出場がある場合は、ない場合と比
較して、タッピングスパン逆向課題得点が高いほど K6得点が低くなる効果がみられた。 
神経心理学的指標が特に新人消防職員の現場配属後の適応を予測しうること、また、神経心理
学的指標は惨事ストレス耐性を表す IES-R 得点とは直接的に関連しないものの、職務における
惨事体験がある場合にはうつや精神的健康の悪化を軽減しうることが示唆された。ただし、神経
心理学的諸指標の中で、適応指標との関連がみられた指標が一貫していない点について今後の
検討が必要である。これらの点をふまえつつ、災害救援者の適性配置に活用可能な新しい適性検
査バッテリーの作成を検討中である。 
（日本心理学会2020年度大会、トラウマティックストレス学会2020年度大会にて発表予定） 
 
(4) 新入職員の適応指標の推移：リアリティ・ショックの検討 
適応指標の継時的な測定を通して、特に新入職員の配属前から配属後の適応状態の推移を検
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図4-1 第1調査における数逆唱課題（DB）成績の程度別にみた
職務ストレッサーとIES-Rとの関連（新入職員 n =83 の結果）
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図4-2  第1調査における数逆唱課題（DB）成績の程度別にみた
職務ストレッサーとGHQ-12との関連（新入職員 n =95 の結果）



討した（目的②）。具体的には、調査時期と職員の立場により適応状態に違いがみられるかどう
かを検討するために、調査時期（第一調査/第二調査/第三調査）と立場（新入職員/先輩職員）を
独立変数、3つの適応指標（K6、GHQ-12、職務満足感）のそれぞれを従属変数とする二要因分
散分析を行った。分析の結果、３つ全ての適応指標について、交互作用が有意もしくは有意傾向
であった（K6 : F (2, 430) = 2.733†, GHQ-12 : F (2, 416) = 3.899*, 職務満足感 : F (2, 434) = 
9.547***）。単純主効果の検定の結果、K6および GHQ-12では、新入職員において第一調査と
第二調査の間に有意差がみられ、いずれの指標でも、第一調査時点での測定値よりも第二調査時
点での測定値の方が高かった。また、職務満足感では、新入職員において第一調査と、第二調査
および第三調査の間に有意差がみられ、第一調査時点での測定値の方が第二、第三調査時点での
測定値よりも高かった。したがって、新入職員は、第一調査（現場配属前、消防学校初任科課程
中）から第二調査（赴任一年後）にかけて、不安・うつ症状と精神的不健康度が高まり、職務満
足感が低下していた。なお、第二調査（赴任一年後）と第三調査（赴任二年後）の間には有意差
はみられず、第一調査（現場配属前）から第二調査（赴任一年後）間にみられた変化は、第三調
査（赴任二年後）でも維持されていた。 
第二調査および第三調査時点における新入職員の適応指標が第一調査よりも悪化した原因を
検討するために、第二調査および第三調査で測定された適応指標を基準変数とし、第二調査時点
の職務ストレッサーの 3 項目と個人的なストレス体験の有無を説明変数とする重回帰分析（ス
テップワイズ法）を実施した。分析では、投入された変数の偏回帰係数の有意性（5%水準）の
基準で変数の増加および除去を打ち切った。 
分析の結果、第二調査（赴任一年後）時点の K6 に対して、「職務の重責・重圧」（「職務によ
って過度の重責・重圧を感じたことが…」）と、「職務上の役割不明瞭」（「職務上での自分の役割
が不明瞭に感じたことが…」）が投入され、「職務の重責・重圧」や「職務上の役割不明瞭」とい
った体験の頻度が高いほど不安・うつ症状が高かった。また、第三調査（赴任二年後）時点の K6
に対しては「職務の重責・重圧」のみが投入され、「職務の重責・重圧」を感じる体験の頻度が
高いほど不安・うつ症状が高かった。なお、いずれの測定時点の K6 に対しても、「個人的なス
トレス体験の有無」は投入されなかった。第二調査（赴任一年後）時点の GHQ-12に対しては、
「職務の重責・重圧」、「職務上の役割不明瞭」および「個人的なストレス体験の有無」が投入さ
れ、「職務の重責・重圧」や「職務上の役割不明瞭」といった体験の頻度が高いほど、また、個
人的なストレス体験を抱えている場合に精神的健康度が悪化した。第三調査（赴任二年後）時点
の GHQ-12 に対しては「職務上の役割不明瞭」と「個人的なストレス体験の有無」がそれぞれ
投入され、「職務上の役割不明瞭」を感じる体験の頻度が高いほど、また個人的なストレス体験
を抱えている場合に精神的健康度が悪化した。なお、職務満足感に対しては、いずれの変数も投
入されなかった。 
これらの結果から、現場配属後の新人消防職員において、職務上の体験によって適応指標が悪
化するリアリティ・ショックが生じていると考察された。 
（トラウマティックストレス学会 2019年度大会にて発表） 
  
(5) 研究成果の位置づけ 
 神経心理学的指標と適応指標との関連について探索的に検討した結果、新入職員の赴任一年
後の適応状態は数逆唱課題の成績によって規定されていた。したがって、限定的ではあるが、現
場配属前に測定された神経心理学的指標の数逆唱課題得点によって赴任一年後の適応が予測で
き、適性検査の指標の一つとなる可能性が示唆された。ただし、赴任二年後の適応指標の規定因
とは一貫しておらず、今後の検討が必要である。 
 また、消防職員について、赴任前から赴任後にかけて縦断的に適応状態を検討した結果、赴任
後、数年間の新入職員の適応状態に対して「職務の役割不明瞭」と「職務の重責・重圧」が大き
く影響することが明らかになった。消防職員のリアリティ・ショックの様相を縦断研究によって
捉えた研究はこれまでになく、3回の継時的な測定を行った本研究によって新たに見出された知
見と考えられる。 
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